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ポスター発表は、全国各地の学校・団体が

NIE実践例を紹介するほか、児童生徒が作成す

るポスターも並ぶ。参加する全国各地の学校・団

体は 60を超えた。 

発表者がポスターそばで説明するセッション

にこだわらず、紹介動画や説明資料を添えるだ

けでもＯＫ。さらに、教員らによる NIE活動に

とどまらず、児童生徒が手掛ける壁新聞なども

展示することにした。 

一例を紹介すると―。新潟県新発田（しばた）

市立東小学校５年の大竹葵さんは昨年、地域防

災の担い手となる防災士の資格試験に合格。

「県内最年少の防災士」として地元の新潟日報

に紹介された。大竹さんによると、新聞記事に

なったことで、県外の小学生防災士とつながる

ことができたという。 

児童が「新聞から広がった防災の輪」をポスタ

ーにまとめる。阪神・淡路大震災 30年の年に

開く NIE神戸大会にふさわしい取り組みの一

つだろう。作品が届くのが待ち遠しい。  

このほかのポスターでは、日本新聞協会の関

口修司・NIEコーディネーターに、朝の時間など

に継続して新聞を読む「NIEタイム」を紹介して

もらう。兵庫県内のユニークな取り組みでは、製

作した「まわしよみ新聞」から着想を得て劇を演

じる（尼崎市の劇場ピッコロシアター）などがあ

る。  

（兵庫県 NIE推進協議会事務局長 三好正文） 

ポスター発表、児童生徒の作品も
参加校・団体 60超に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新聞の価値再認識する大会に」 
実行委員会が発足 概要と予算案を承認 

７月 31日、８月１日に神戸市で開催

する「第 30回ＮＩＥ全国大会神戸大会」

の実行委員会の初会合が４月 23日、

神戸市中央区で開かれた。芥川賞作家

小川洋子さんの記念講演や、ジャーナリ

スト池上彰さんらによるパネル討議など

の大会概要と、予算案を承認した。 

実行委員長の竹内弘明兵庫県ＮＩＥ推

進協議会会長は「フェイクニュースなど

課題が多いＳＮＳ（交流サイト）に比べ、新

聞はファクトチェックを行い、ニュースを

価値判断し、報道倫理に基づき発信して

いる。大会によって改めて新聞の価値を

再認識していただきたい」とあいさつし

た。 

神戸大会は日本新聞協会の主催。神

戸新聞社、県ＮＩＥ推進協議会が主管を

務める。 

実行委員は、兵庫県教育委員会の藤

原俊平教育長、神戸市教育委員会の福

本靖教育長、日本新聞協会の内田雄一

新聞教育文化部長のほか、教育関係者、

県内に拠点を置く新聞・通信社８社の 

２０２５年４月２５日付神戸新聞朝刊教育面に掲載されました 

30人で構成する。 

神戸大会は、７月 31日は神戸ポートピ

アホテル（神戸市中央区）、８月１日は甲南

大学岡本キャンパス（神戸市東灘区）で開

く。スローガンは「時代を読み解き、いのち

を守る NIE」。 

初日のパネル討議では、「情報で、いの

ちを守る」をテーマに、池上さんが司会を

務め、ジャーナリストの古田大輔さん、兵

庫県立大学大学院減災復興政策研究科教

授の阪本真由美さん、西宮市立浜脇中学

校主幹教諭の渋谷仁崇さん、神戸新聞社

論説副委員長の長沼隆之さんが議論を深

める。指揮者佐渡裕さんとスーパーキッ

ズ・オーケストラの演奏もある。 

初日の会場には、阪神・淡路大震災関連

のパネルを展示するほか、「学校向けデジ

タルサービス展示・紹介コーナー」を設け

る。 

２日目は分科会で、県内の小中学校、高

校などが四つの公開授業、22の実践発

表を行う。公開授業は、甲南小学校、姫路

市立豊富小中学校（前期課程）、浜脇中学

校、兵庫県立神戸甲北高校が取り組む。 

特別分科会では、流通科学大学と兵庫

教育大学の教員と、神戸市職員研修所の

職員が「社会人、大学と NIE」をテーマに

意見を交わす。ポスター発表や、「はがき

新聞」作りのワークショップもある。 

神戸大会特設サイトは５月上旬に開設

し、参加申し込みは５月下旬から受け付け

る予定。（NIE神戸大会事務局 網 麻子） 

 

NIE全国大会神戸大会の概要や予算案を協

議した実行委員会＝神戸市内 

神戸をイメージ、ロゴマーク決定 

NIE神戸大会のロゴマークが決まった。神戸・北

野の異人館「風見鶏の館」や六甲山、街並み、港をデ

ザイン。山の緑、海の青で彩り、「ＮＩＥ」の文字は神戸

ポートタワーの赤とシルエットを配した。今号から題

字横に掲載しています。 


